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研究成果の概要（和文）：　貧困に生きる子どもたちが抱える生活課題に対して、SSWerはミクロからマクロレベルに
おける多方面での連携機能を担っていた。また「貧困の連鎖」を背景とする子どもの生活課題は、社会的支援ネットワ
ークが大きく関与していることが分かった。さらに、中学生の子をもつ保護者の半数以上が経済的困窮感を抱いて生活
していること、また保護者の経済的困窮感が子育てに対する負担感や子どもの学習機会に大きく影響していることなど
を明らかにした。
　「貧困の連鎖」を断ち切るための学校、家庭、地域の連携支援システムの理論構築を行い、学校、家庭、地域の一体
的な連携支援システムの構築に貢献できるものとなった。

研究成果の概要（英文）：About the life challenges of poverty of children, SSWer had been responsible for 
the coordination function of the various fields from the micro level of the macro-level."Poverty of the 
chain" to conduct a case study of a child's life the problem to be background, "strength (strength)," 
social support network, "vector (direction)", "sustainability (continuity)" It was verified.
Performs a theory construction of the school and the home and regional collaboration support system for 
to break the "poverty of the chain", it became a thing that can contribute to the creation of a unitary 
coordination support system of the school and the home and community.

研究分野： 精神保健福祉
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１．研究開始当初の背景 
 
学齢期の子どもたちが直面する課題は、時

代や社会の状況を反映し、様々な形態をとっ
て顕在化してきた。近年では不登校、いじめ、
虐待、自殺、非行等の様々な事象が社会問題
化しており、これらの背景には「（子どもの）
貧困」あるいは「貧困の連鎖」などの経済的
困窮や生活基盤の脆弱さが深く関係してい
るとの報告がみられる。また経済的に困窮す
る世帯で育つ子どもは、学力、健康、家庭環
境等の様々な側面において不利な立場に立
たされることが多く、子ども期の貧困経験が
大人になってからの生活や勤労状況にも大
きく影響することが、山野（2008）や阿部
（2009）などの多くの先行研究で指摘されて
いる。 
このような現状を踏まえ、政府もさまざま

な対策を講じている。なかでも文部科学省は
子どもへの支援策として「スクールカウンセ
ラー等活用事業」、「スクーリング・サポー
ト・ネットワーク事業」、「問題を抱える子ど
も等の自立支援事業」、「学校・家庭・地域の
連携協力推進事業」などの具体的対策を講じ
ている。特に 2008（平成 20）年度からは「ス
クールソーシャルワーカー（以下、School 
Social Worker を略して『SSWer』と記す）
活用事業」を新規事業として立ち上げ、社会
福祉士等の国家資格を有する SSWer を全国
に配置している。この事業の目的は、SSWer
による学校、家庭、地域への積極的な働きか
けによって、学校内あるいは学校の枠を超え
た関係諸機関との連携を構築し、問題を抱え
る児童生徒の課題解決を図ることである。す
なわち、SSWer には、連携や仲介、ネットワ
ーク、組織化といった間接援助技術、いわゆ
る“橋渡し”的機能を担うことによって、児
童生徒が呈する問題行動や生活課題の解決
を図っていくが期待されている。 
しかしながら、「貧困の連鎖」を断ち切る

ことを目指して、SSWer の “橋渡し”的機
能を学校、家庭、地域をつなぐ連携ネットワ
ークづくりに応用し、包括的な連携支援シス
テムの構築を目的とした研究はこれまでに
なく、早急に取り組むべき研究課題であった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、SSWer の“橋渡し”的機能に

焦点を当て、マッピング技法を用いた連携構
造のマップ化や連携機能のスコアリングな
どの可視化によって、貧困の負の連鎖を断ち
切るために有効な連携支援システムの解明
を行い、学校、家庭、地域が一体となって支
援する仕組みづくりに向けた実証的研究を
実行した。さらに、本研究結果を踏まえて、
SSWer による学校、家庭、地域の連携支援シ
ステムの構築に関する理論生成と指針づく
りを行うとともに、「貧困の連鎖」を防止す
るためのガイドラインを提示することを目

的とした。 
 
 
３．研究の方法 
研究期間は 3年間とし、各年度において研

究課題（小テーマ）を設定して計画的に研究
を進めた。1年目（平成 25 年度）は、①SSWer
の連携機能に関する実態調査、②SSWer の連
携構造および連携機能を評価するスケール
開発に関する研究を行った。2年目（平成 26
年度）は、1 年目に開発した評価スケールを
用いて、SSWer の援助過程における多機関・
多職種の連携構造および連携促進（あるいは
阻害）要因に関する実証的研究を行った。。
最終年度の 3年目（平成 27 年度）には、SSWer
の連携構造および連携機能に関する量的研
究を主とするモデル検証研究を実施し、学校、
家庭、地域の連携支援体制の理論構築および
指針づくりを行った。 
 
 
４．研究成果 
 初年度（平成 25 年度）は、貧困に生きる
子どもへの支援に取り組む複数のSSWerを対
象に、個別インタビューおよびグループイン
タビューを実施することによって、子どもた
ちが抱える様々な生活課題への具体的な支
援方策ならびに支援内容について明らかに
した。研究の結果、SSWer は学校や家庭、地
域などのミクロからマクロレベルにおける
多方面での連携機能を担っており、また連携
の「強度（強さ）」、「ベクトル（方向性）」、「持
続性（継続性）」の評価の重要性を示唆した。 
 平成 26 年度は、「貧困の連鎖」を背景とす
る子どもの生活課題、特に児童虐待・ネグレ
クトや不登校等を呈する子どもの事例を対
象に、ケーススタディを行って、社会的な支
援ネットワークの「強度（強さ）」、「ベクト
ル（方向性）」、「持続性（継続性）」について
検証した。その結果、①親子関係において強
く激しいネガティブな感情が常態的にみら
れること、②家族内でのストレス（葛藤）が
強まることに呼応して、学校での問題行動
（行動化）の頻度が増すこと、③家庭への支
援者の介入によって家族成員間の情緒的関
係、特に関係性の「方向」に変化が見られる
ことが示された。このことから、家庭内での
葛藤や抑圧された感情が子どもの問題行動
として行動化している場合、支援者は子ども
本人のみならず家庭全体も支援対象として
捉え、両者と日常的な関わりを積み重ねてい
くことによって、子どもの精神的健康の回復
を図っていくことの重要性について論じた。
また、虐待的な環境で生きる子どもとかかわ
る際、自尊心の低さや自己肯定感の低下から
表出されるネガティブな感情への心理的な
ケアの必要性についても述べた。さらに、貧
困と子育て環境との関係性を明らかにする
ために、中学生の子をもつ保護者を対象に、
郵送調査を実施した。その結果、調査対象者



の経済的困窮感については、「とても困って
いる」（19.5％）と「困っている」（35.4％）
を合わせると、半数以上（54.9％）が経済的
困窮感を抱いていた。この経済的困窮感につ
いて、家族構成（ふたり親家庭、ひとり親家
庭、三世代同居の家庭等）別にみると、他に
比べてひとり親家庭で経済的困窮感が強い
傾向が見られた。また、子育て意識について
は、経済的困窮感が強い保護者の方が、子育
てへの肯定感が低く、逆に負担感や不安感と
いった感情を強く抱いている傾向が示され
た（特に負担感については、F（2，114）=3.64、
有意確率：5％未満であった）。さらに、保護
者の経済的困窮感が子どもの学習塾や習い
事の数に大きく影響していること（F（1，82）
=9.75、有意確率 1％未満であり、経済的困窮
感が強い家庭ほど、学習塾や習い事に通わせ
ている機会が少ない傾向にある）が明らかと
なった。 
 平成 27 年度は初年度と 2 年目で得られた
データをもとに、学校、家庭、地域の連携支
援の構造・機能の分析を行い、SSWer の連携
機能を活かした「貧困の連鎖」を断ち切るた
めの学校、家庭、地域の連携支援システムの
理論構築を行った。その結果、SSWer による
学校、家庭、地域の連携支援システムの構築
に関する理論生成と指針づくりを行うこと
で、「貧困の連鎖」を断ち切るために必要な
条件を提示した。 
 本研究の成果は、SSWer による学校、家庭、
地域の連携・協働による子ども支援システム
に関するモデルを提示し、実践可能性に関す
る検証研究を行い、1 年目および 2 年目で蓄
積された基礎データおよび実践データをも
とに、学校、家庭、地域、行政における連携
構造および連携機能についての分析を行う
とともに、多機関・多職種による効果的な連
携支援システムについてのモデル検証を行
うことができたことである。 
最終的には、客観的データに基づきながら、

『学校、家庭、地域、行政の連携・協働によ
る包括的子ども支援システム』の構築に関す
る理論生成、ならびに現実社会で応用するた
めの指針づくりを行って、貧困の再生産を防
止するためのガイドラインを提示すること
ができた。 
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